心理臨床領域の事例検討における構造化の試み : 観点を明記した個人記入用紙や小グループでのディスカッションの利用・事例報告における観点の共通化を通して by 楠本 和彦











































述べている（pp. 36 ― 37）。 
 　PCAGIP（村山，2012）やインシデント・プロセス法（正式には，ピゴーズ・インシデント・プロセス，
















 1 ）経緯，企画段階 
 　パターン Aは，小学校・中学校・高等学校・特別支援学校で教育相談を担当している教師が多
く入会している C学会から，事例検討会の講師を依頼された時に，考案したものである。筆者と

















 2 ）事例検討方式の実際 
 2） ― 1．スケジュール 
 　参加者は，校種ができるだけ多様になるように，小グループに分かれた。事例検討会は，全体で
3時間であるが，その内，事例検討に使える時間は 2時間 40分程度であった。その時間内で，2事
例が報告された（資料 2参照）。1事例の検討は 70～ 80分で計画された。 
 　1事例報告の前半，事例の事実関係（主訴，家族構成，生育暦など）について，約 10分の発表
がなされ，参加者は個人記入用紙（資料 1参照）の項目にメモをとりつつ，発表を聴いた。発表後，



















記入時間は約 10分であった。回収されたコメント用紙は 26枚であった。 
 　参加者からのコメントは以下のように分類することができた。3） ― 1．個人記入用紙の効果，
3） ― 2．個人記入用紙に関する改善点，3） ― 3．小グループによるディスカッションの効果，3） ― 4．小
グループによるディスカッションに関する改善点，3） ― 5．その他。 












 3） ― 2．個人記入用紙に関する改善点 
 ・事例の学びのメモを書く時間が短かった。（他 1名） 
 ・事例の用紙に書き込むので 1枚目（筆者注：事例の前半部分（事例の事実関係において）の部分
と推測できる）はなくてもいいと思います。「ケース理解」のページはあると便利です。（他 1名） 
 ・3）と 4）の項目は発表者に返すべきでは？ 




 3） ― 3．小グループによるディスカッションの効果 
 ・小グループでは，意見を出しやすいため，全員が発言でき，自分の気づきとグループの他のメン
バーの気づきを共有でき，有意義でした。（他 9名） 





















 3） ― 5．その他 
 　全体のスケジュールについて，以下のようなコメントがあった。 
 ・1事例 70～ 80分は少し短く，深く考えるにはもう少し必要な気がしました。 
 ・今回のような形式の事例研究会では，発表は 1事例でもよかったかなと思いました。（他 1名） 





































聴く（20～ 30分），②後半部のメモの追記（5～ 10分），③後半部についての質疑応答（10～ 15分），
④後半部のメモを小グループで，わかちあい，議論する（20～ 30分），⑤ b-④の議論に基づいて，



































 2 ）事例報告のスケジュール等 
























































































PCAGIP入門―パーソン・センタード・アプローチの視点から―，pp. 118 ― 123，創元社 . 
 村瀬嘉代子・森岡正芳（編）（2013）．実践領域に学ぶ臨床心理ケーススタディ　臨床心理学，増刊第 5号，金剛出版 
 村山正治・中田行重（編著）（2012）．新しい事例検討法 PCAGIP入門―パーソン・センタード・アプローチの視点
から―　創元社 









 事例研究前半（事例の事実関係において） ： 
 1 ）重要な事実 
 2 ）明確にしたいこと，質問したいこと 
 事例研究後半（面接の展開に関して） ： 






 事例研究後半（面接の展開に関して） ： 
 2 ）私のケース理解（つづき） 
 3 ）発表者の関わりなどにおいて，いいなと感じた点 









 　　　　③　前半部の質疑応答（約 5分） 
 　　b．事例の後半の面接内容について 
 　　　　①　提供者による発表　参加者はメモをとりつつ，発表を聴く（約 20分） 
 　　　　②　後半部のメモの追記（約 5分） 
 　　　　③　後半部についての質疑応答（約 10分） 
 　　　　④　後半部のメモを小グループで，わかちあい，議論する（約 20分） 
 　　　　⑤　b―④の議論に基づいて，全体で議論する（約 15分） 




 　　　　③　前半部の質疑応答（約 5分） 
 　　b．事例の後半の面接内容について 
 　　　　①　提供者による発表　参加者はメモをとりつつ，発表を聴く（約 20分） 
 　　　　②　後半部のメモの追記（約 5分） 
 　　　　③　後半部についての質疑応答（約 10分） 
 　　　　④　後半部のメモを小グループで，わかちあい，議論する（約 20分） 
 　　　　⑤　b―④の議論に基づいて，全体で議論する（約 15分） 
 　⑶　質疑応答 
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資料 3 
 【検討シート】 
 ①　支援者が陥りやすい心性について 
 ②　支援体制について 
 ③　緊急時に備えて準備しておくべきことについて 
 ④　普段の臨床との相違点について 
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